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　今年 4月より，本誌編集委員を拝命いたしました。この場をお借りして，ご挨拶申し上げます。
　『臨床眼科』は，昭和 22 年（1947 年）4 月に創刊された歴史ある眼科専門誌です。私自身，幼
少期に眼科開業医であった祖父の自宅に本誌が置かれていたのを記憶しており，個人的にも大変
親しみを感じています。その誌名のとおり，臨床に直結するトピックを中心に取り上げており，
まさに“明日からの診療に役立つ”内容で，長年にわたり日本の眼科臨床を支えてきた月刊誌だ
と思います。
　本号では，第 78 回日本臨床眼科学会講演集として 11 編の原著論文が掲載されています。症例
報告が中心ではありますが，腫瘍，ぶどう膜炎，緑内障，網膜など，眼科臨床医としてぜひ知っ
ておきたい内容が揃っています。
　また，「今月の話題」では，緑内障診療における視野計の最新動向が取り上げられています。視
野検査では，複数回の検査により MD スロープを作成し，将来の視野進行を予測していますが，
患者・医療者双方にとって負担が大きいのが現状です。本稿では，近年著しい進歩を遂げている
AIの導入によって，視野計測のあり方が大きく変わろうとしていることが示されています。さら
に注目すべきは，この分野において日本の技術が世界をリードしている点であり，わが国からの
発信が，眼科医療におけるグローバルな変革につながる可能性を感じさせます。
　加えて，「臨床報告」では，大学病院におけるロービジョン外来の現状解析が掲載されていま
す。日常診療では学ぶ機会の少ない分野ですが，その実態を理解しておくことは患者さんへの適
切な説明や対応に大いに役立つはずです。今後の超高齢社会を見据えた，より良い眼科診療の実
践に向けて，本号をご一読いただければ幸いです。 （中尾新太郎）
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